
い
よ
い
よ
乗
船
の
日
が
来
た
。
港
に
日
の
丸
の
旗
が
は
た
め

く
。
明
優
丸
の
タ
ラ
ッ
プ
に
足
を
か
け
た
瞬
間
、
こ
れ
で
帰
れ

る
ん
だ
と
感
無
量
で
あ
っ
た
。

船
が
港
を
離
れ
、
周
り
か
ら
馬
鹿
野
郎
、
馬
鹿
野
郎
と
罵
声

が
飛
ん
だ
。
日
本
海
は
大
荒
れ
で
、
甲
板
の
仮
設
便
所
が
波
に

さ
ら
わ
れ
て
い
た
。
舞
鶴
に
近
づ
い
て
、
あ
の
荒
涼
た
る
シ
ベ

リ
ア
と
比
べ
何
と
美
し
い
こ
と
か
、
箱
庭
を
見
る
よ
う
で
あ
っ

た
の
を
今
で
も
思
い
出
す
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
、

無
事
上
陸
。

⑪
　
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
商
売
を

転
々
と
し
、
三
年
目
に
本
業
の
機
業
を
始
め
、
紆
余
曲
折
は
あ

っ
た
が
、
ソ
連
生
活
を
偲
び
、
励
み
に
も
し
て
き
た
。

思

い

出
　 

長
野
県
　
宮
下
章
人
　 

陸
軍
航
空
敞
の
軍
属
と
し
て
、
昭
和
十
三
年
よ
り
ハ
イ
ラ
ル

で
陸
軍
の
外
郭
組
織
と
し
て
の
航
空
廠
に
勤
務
し
て
い
た
。
昭

和
十
八
年
現
役
兵
と
し
て
孫
呉
の
第
六
四
二
野
戦
防
空
大
隊
に

入
隊
。
こ
こ
で
基
礎
教
育
終
了
後
、
下
士
官
志
願
兵
と
し
て
大

連
教
育
隊
に
入
隊
、
約
半
年
間
の
教
育
を
受
け
る
。
終
了
後
、

原
隊
復
帰
。
本
隊
は
サ
イ
パ
ン
に
転
戦
し
、
残
留
部
隊
と
と
も

に
鞍
山
防
空
大
隊
に
転
属
し
、
防
空
の
任
務
に
つ
く
。
昭
和
二

十
年
八
月
九
日
ソ
連
参
戦
と
同
時
に
、
首
都
防
衛
の
た
め
新
京

に
転
戦
し
、
首
都
防
空
作
戦
の
任
務
に
つ
く
。
間
も
な
く
終
戦

と
な
り
、
公
主
嶺
で
武
装
解
除
を
受
け
る
。

や
が
て
ソ
連
軍
の
命
に
よ
り
黒
河
に
集
結
、
黒
龍
江
河
畔
で

野
宿
を
し
な
が
ら
船
を
待
つ
。
そ
の
う
ち
、
ソ
連
船
か
中
国
船

か
不
明
だ
が
古
び
た
船
が
来
て
乗
船
し
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン

ス
ク
に
上
陸
、
こ
こ
か
ら
貨
車
に
乗
り
、
途
中
下
車
し
て
、
馬

鈴
薯
掘
り
な
ど
の
作
業
を
し
、
二
、
三
日
後
、
セ
ミ
チ
ヤ
ソ
フ

（
山
林
鉄
道
七
十
キ
ロ
地
点
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
の
収
容
所
に

約
二
百
名
と
と
も
に
収
容
さ
れ
る
。

収
容
所
で
の
労
働
は
、
伐
採
と
材
木
の
貨
車
積
み
の
重
労
働
。

食
糧
と
い
え
ば
燕
麦
、
高
粱
が
少
量
。
空
腹
と
寒
さ
で
作
業
は

は
か
ど
ら
な
い
上
に
、
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
る
。
ノ
ル
マ
に
よ

り
食
事
の
量
も
決
ま
る
。

イ
タ
チ
ご
っ
こ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。



栄
養
失
調
に
よ
る
犠
牲
者
は
四
、
五
十
名
も
出
る
。
私
も
部
下

だ
っ
た
友
の
死
に
直
面
し
、
埋
葬
に
参
加
し
た
。
零
下
四
〇
度

を
超
す
寒
さ
、
凍
り
つ
い
た
大
地
、
穴
を
掘
ろ
う
に
も
な
か
な

か
掘
れ
な
い
。
薪
を
焚
き
、
凍
っ
た
土
を
溶
か
し
て
は
掘
る
。

二
十
セ
ン
チ
も
掘
り
、
よ
う
や
く
そ
の
中
に
入
れ
て
、
見
え
ぬ

程
度
に
土
を
か
け
る
こ
ろ
に
は
長
い
シ
ベ
リ
ア
の
冬
の
夜
空
も

白
み
始
め
る
。
友
に
は
済
ま
ぬ
と
思
い
な
が
ら
い
か
ん
と
も
し

が
た
く
、
恨
ま
ず
に
成
仏
し
て
く
れ
よ
と
手
を
合
わ
せ
て
帰
る
。

い
つ
自
分
の
番
が
回
っ
て
く
る
か
と
思
え
ば
心
細
く
な
る
。

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
春
に
な
る
こ
ろ
、

パ
ン
工
場
も
で
き
、

少
し
は
ま
し
な
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
夏
も
過
ぎ
、

二
度
目
の
冬
も
何
と
か
乗
り
切
り
四
月
に
入
っ
た
こ
ろ
、
東
京

ダ
モ
イ
の
話
が
出
る
。
ま
た
騙
さ
れ
る
の
か
と
半
信
半
疑
で
い

た
が
、
貨
車
に
乗
り
ナ
ホ
ト
カ
へ
着
く
。
日
本
に
帰
れ
る
と
思

い
込
み
下
車
。
待
ち
受
け
て
い
た
ア
ク
チ
ー
ブ
と
称
す
る
連
中
、

「
君
た
ち
は
民
主
教
育
が
で
き
て
い
な
い
、
こ
こ
で
民
主
教
育

を
受
け
な
い
と
帰
さ
な
い
」
と
言
う
。
帰
国
用
と
は
別
の
収
容

所
へ
入
れ
ら
れ
る
。

昼
は
鉄
道
工
事
、
夜
は
民
主
教
育
の
日
々
が
続
く
。
朝
く
れ

る
二
食
分
の
パ
ン
を
一
度
に
食
べ
、

空
の
飯
盒
を
持
っ
て
い
き
、

昼
に
は
コ
ン
ブ
や
海
藻
を
取
っ
て
ス
ー
プ
で
空
腹
を
満
た
す
。

疲
れ
て
帰
っ
て
も
夜
は
民
主
教
育
、

ア
ク
チ
ー
ブ
に
よ
る
講
義
。

民
主
教
育
を
終
え
な
け
れ
ば
帰
国
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
仕
方

な
く
受
け
る
。

昭
和
二
十
二
年
の
十
月
も
終
わ
る
こ
ろ
、
復
員
船
に
乗
り
ナ

ホ
ト
カ
を
出
航
。
日
本
海
に
出
る
と
嵐
に
見
舞
わ
れ
、
船
は
木

の
葉
の
ご
と
く
揺
れ
、
船
酔
い
は
ひ
ど
く
、
最
後
の
試
練
に
遭

遇
し
な
が
ら
も
、
十
月
三
十
日
、
舞
鶴
に
上
陸
す
る
こ
と
が
で

き
た
。シ

ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

静
岡
県
　
内
田
正
次
　 

静
岡
県
小
笠
郡
東
山
口
村
伊
達
方
一
二
九
、
一
三
五
ノ
合
併

番
地
で
、
四
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

東
山
口
村
小
学
校
高
等
科
卒
後
、
静
岡
市
葵
町
の
中
村
洋
服

店
へ
奉
公
、
昭
和
十
二
年
六
月
か
ら
十
四
年
二
月
ま
で
。
昭
和




